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Ⅰ．研究の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．主題設定の理由 

石中社では、平成２２年度から「未来をきり拓く力をつけた子どもの育成」という研究主題を設定し、平成２

９年度まで３次にわたる研究に取り組んできた。平成３０年度からは主題をそのままに、副主題を「社会的な見

方・考え方を働かせて、学びを深める授業と教材・教具の工夫」と定め、２年計画で「社会的な見方・考え方」

を働かせて、思考力、判断力、表現力を更に深めるための研究を進めることとした。 

そして、昨年度から新しい「研究主題」のもとで研究を進めたが、新型コロナウイルス感染症の影響で、部会

員とともに研究を深めるまでには至らなかった部分がある。そこで、今年度も引き続き同じ研究主題で、昨年度

の研究をさらに深化させるべく実質の１年次の研究として位置付けている。 

２１世紀の社会は知識基盤社会であり、新しい知識・情報・技術が、社会のあらゆる領域での活動の基盤と

して飛躍的に重要性を増している。それは今後も変わらないと捉えられるが、近年、知識・情報・技術をめぐる

変化の早さが加速度的となっており、情報化やグローバル化といった社会的変化が、人間の予測を超えた進展が

顕著になってきている。「第４次産業革命」ともいわれる進化した人工知能によって「人工知能が人間の職業を

奪うのではないか」といった未来予測も多く発表されていたり、グローバル化が進展する中で先を見通すことが

ますます難しくなったりしている。このような「変化が激しい時代」だからこそ、社会科教育の担う役割は大き

いと考える。 

主題が掲げる「自ら社会を創造する」とは、上記のような変化が激しい時代を乗り越えるために、「子どもた

ちが自信を持って自分の人生を主体的に切り拓き、よりよい社会を創り出していくこと」と定義付け、そのため

に必要な「未来社会を切り拓く力」を確実に育成していくことを目指していくものとする。 

１．研究主題  変化が激しい時代を乗り越え、自ら社会を創造する子どもの育成 

～思考・判断・表現の力を高める単元デザインの工夫を通して～ 

 

３．研究仮説 
 単元を貫く学習課題を適切に設定し、指導内容や学習活動に応じて工夫した授業を展開すること
で、思考・判断・表現の力を高め、主体的に社会に関わる力やコミュニケーション力などの力を身に
つけた「自ら社会を創造する子ども」を育成することができるであろう。 

【１～３年次】   思考・判断・表現の力を高める単元デザインの工夫を通して

５．研究方法 
（１）市町村研究部会と連携を図り、推進委員を通して部会員に研究内容を周知して、個人単位または学

校単位で課題に取り組む。そして、その成果を専門部会第二次研究協議会で交流する。 
（２）研究内容を踏まえた授業について、公開授業担当市町村から出された授業者と共同研究者、本部会

役員等で検討を重ね、専門部会第二次研究協議会で公開する。また、北・中・南の各ブロックで研究
授業を公開し、研究協議を行う。 

（３）研究員およびプロジェクト研究員（小委員会）が中心となって研究試案を作成し、本部会の HP に
アップする。 

４．研究の年次計画 



Ⅱ．実践の経過と成果 

１．実践研究の経過 

4月13日(火) 

 

中旬 

専門部会第一次研究協議会、第１回役員研修会、第１回推進委員会 

 →今年の部会研究についての確認 

市町村第一次研究協議会 

5月11日(火) 

 

専門部会役員研修会 

 →今年度の部会研究の進め方について 

6月3日(木) 

 

22日(火) 

第１回指導案検討会、第２回役員研修会 

→研究授業の指導案検討、専門部会の活動について 

第１回事務局長研修会 

7月20日(火) 

 

第２回推進委員研修会 第３回役員研修会 

 →専門部会の活動の進め方について  今年度の研究の見通しについての周知 

  各市町村の部会員への周知のお願い 

8月10日(火) 

 

実技理論研修会 

 →「社会科教育におけるICTの活用」について 

北広島市立広葉中学校 堀部秀成教諭、光野明彦教諭 

9月9日(木) 

 

14日(火) 

 

17日(金) 

29日(水) 

プロジェクト研究員による提案授業 授業会場：北広島市西の里中学校（小向宗幸教諭） 

第４回役員研修会 

第３回推進委員会、第５回役員研修会 

 →公開授業指導案検討 

公開授業撮影  石狩市立花川北中学校 下山 望教諭 （地理分野） 

公開授業撮影  石狩市立花川中学校  廣中 未来教諭（歴史分野） 

10月15日(金) 専門部会第二次研究協議会  全体会場：北広島市立広葉中学校 

11月16日(火) 

 

 

第６回役員研修会 

→今年度の反省・総括 

『石狩の教育』原稿提出（研究員） 

１月中旬 

 

第３回推進委員研修会  第７回役員研修会 

 →今年度の反省・総括  次年度の研究の方向性について 

「石教研情報」原稿提出（副部長） 

２月上旬  

 

中旬  

 

下旬  

各市町村第三次研究協議会 

→次年度研究内容の概要提示  レポート交流・丁合 

第４回推進委員研修会  第８回役員研修会 

 →レポート製本 

「会計簿」「部会活動記録綴り」提出（事務局次長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．研究を推進するためのプロジェクト試案と研究授業について 

（１）今年度の研究について 

   今年度も、新型コロナウイルス感染症の影響もあり、第二次研究協議会をはじめ、様々な研修会や公開研究

授業等が以前のような状況で行うことは難しかった。このような状況の中で、各市町村の推進委員の先生方

にご協力をいただきながら、共同研究の歩みを進めることができた。 

   研究を進めるための参考に、夏休み前に研究員による試案をホームページに掲載した。 

   授業公開については、三分野（地理・歴史・公民）公開の取組を進めるため、プロジェクト研究員の試案に

よる授業、二次研究協議会での二本の授業を行った。一昨年までは、プロジェクト研究員の試案を三つ、さら

にその中の一つの授業公開を行っていたが、今年度は試案を一つにしぼり、授業公開を石狩管内全域にリモ

ートで公開することができた。以下は、今年度プロジェクト研究員が授業公開した試案を掲載する。 

 

（２）公民的分野公開授業交流  プロジェクト研究員：小向 宗幸 教諭（北広島市立西の里中学校） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



・成果 

   提案内容として、「単元デザイン」の工夫となった。１回の授業だけでなく、単元を貫いて、生徒にどの 

ような学びを獲得させるのかが授業のポイントになった。学習者が自分の視点で、見方・考え方を働かせな 

がら、ペア学習やグループ学習で知識を定着させながら子どもたち自身がまとめに向かって主体的に取り組 

む姿が見られた。 

 次年度以降も、役員の提案授業を継続させていく。 

 

 

３．専門部会第二次研究協議会での交流研究 

（１）交流内容（公開授業交流 動画視聴） 

２年生 地理的分野 日本の諸地域 －「九州地方」－ 

・授 業 者：下山 望 教諭（石狩市立花川北中学校） 

・本時の目標：「九州地方は災害に備えてどのような対策をしていくのが良いだろうか」 

①本時の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



② 分科会での協議内容 

・「単元デザインの工夫」で、他地域との関連性について。 

 ・夢プランについて、今後より現実的な解決策などを考えさせるのか  

 

③ 成果と課題 

 ・単元デザインに留まらずに、地理全体を貫いて課題を設定した点。 

 ・現在の課題だけでなく、夢プランとして自分たちが生きていく未来のことを話していた点。 

 ・知識が足りない部分もあり、根拠が弱かった点が課題。 

 

 

（１）交流内容（公開授業交流 動画視聴） 

１年生 歴史的分野 古代までの日本「古代国家の歩みと東アジア」－国風文化－ 

・授 業 者：廣中 未来 教諭（石狩市立花川中学校） 

・本時の目標：「古代の日本の文化は、どのように変化してきたのだろう」 

①本時の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

② 分科会での協議内容 

・当時の文化と現在の文化をつなげた視点について。 

 ・I C T機器を効果的に使うため、どのようにしたらいいか等。 

  

③ 成果と課題 

 ・ブレイン・ストーミングで可視化した単元デザイン。授業者自身で知識のつながりや指導の整理ができた。

生徒自身がブレイン・ストーミングを行うことができるとよい。 

 ・文化＝社会、生活の変化の読み取りがわかる資料の提示を行うとなおよかった。 

 

 

 

（２）協議内容（レポート交流を含めて） 

 討議の柱Ⅰ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 討議の柱Ⅱ 

 

 

    分科会では、視聴した研究授業についての話し合いの他、第二次研究協議会に持ち寄った実践レポート

の交流を行った。部会員の意見を検討し、一昨年度と同様、小グループでのレポート交流に加え、日常の実

践等での悩みや各校での実践の工夫などを交流する形態で実施した。 

「一人の百歩より百人の一歩」という石教研の理念に基づき、「今後の授業づくりに生かされるものを互

いに交流し持ち帰る」というねらいは、これまでと同様である。今年度の研究の重点である「思考・判断・

表現の力を高める単元デザインの工夫を通して」生徒の資質・能力を高めることについて、活発な交流がな

された。 

次年度も同様の形態で実施し、レポートの提出率や参加率を一層高め、有意義な時間となるようにした 

い。 

 

 公開授業の題材について、今後の授業に取り入れたり、役立てそうな事は何か？ 

 本日の授業以外の展開をするとしたらどのような展開があるか？ 

 

日常的実践において、悩みや疑問などについて交流を図る。 



Ⅲ．教育課程の研究  

１．研究の経過 

今年度は、主に次の点について重点的に取り組んだ。 

（１）新学習指導要領と新しい教科書についての情報収集と分析 

（２）年間指導計画の題材一覧の作成 

（３）「知識・技能」、「思考力・判断力・表現力」についての評価の情報収集と分析 

 

 

２．研究の成果・課題 

昨年度は新学習指導要領の全面実施に向けて、教科書の分析や重要語句の太字集などの提供を行ったが、今年

度は評価についてとそれを生かした指導についての情報収集と分析を行った。大きな変更点となる評価の３観

点については、事前に部会員にアンケート調査を行って、実態調査をして分析し、情報公開することで部会員の

情報交流ができた。次年度も今年度の研究、情報交流を行ってきた評価について様々な新たな課題が予想される

が、有益な情報を部会員に提供できるよう努めたい。 

 

 

Ⅳ．実技・理論研修会  

１．研修会の内容 

北広島市立広葉中学校の堀部秀成教諭および光野明彦教諭に、「Google Chromeを使った社会科教育の在り方」

と題してご講演をいただき、部会員とともに考えていった。 

全市町村から部会員が集まり、Google Chromeのクラスルームやスライドでの共同作業体験、Google Formsで

のアンケート集計の方法などについての研修を行った。石狩市ではMicrosoft Teamsが使われているが、基本

的なソフトの内容については差異が少ないため、どの市町村でも実践的に使える ICT 利用について深まる研修

であった。 

 

２．研修会の成果 

部会員のアンケートの中でも要望の多かった、「社会科教育におけるICTの活用」について、光野教諭を中心

に、講演・実演をしていただき、部会員が実践しながら質問や疑問に答えていただいた。あくまでICT機器を使

うのが目的ではなく、手段や方法であることを確認し、授業での効果的な使用方法、評価の際にも使えること等

を学び、実践力を高めることができた。大変有意義な研修会になったと考えている。 

 

 

Ⅴ．部会研究の成果と課題 

１．成果 

研究主題「変化が激しい時代を乗り越え、自ら社会を創造する子どもの育成」を設定し、研究を進めている。

主題設定の理由について、前述の通りであるが、「変化が激しい時代を乗り越え」るのは子どもたちに限ったこ

とではなく、私たち社会科教師にも突き付けられている現実だと捉える。私たち自身が時代の流れに対応し、今

年度から全面実施された新学習指導要領に沿って、「自ら社会を創造する子ども」を育成していかなければなら

ない。今年度も新型コロナウイルス感染症の影響により、以前のように公開研究授業等の実践研究を推進してい

くことが困難だったが、新しい研究主題を設定したねらいや取り組む研究内容を部会員に理解していただき、昨

年度からの部会員の実践を深めることができた。また、例年作成しホームページで公開している「プロジェクト

研究員による試案」を今年度も作成した。実践研究のイメージを部会員に持っていただき、実践やレポート作成

の参考として先行的に研究を進め、さらにプロジェクト研究員による提案授業をリモートで行うことで、研究授

業者及び、部会員に実戦のイメージをもってもらうのに有効であった。 

２月には各市町村の第三次研究協議会で部会員にレポート提出をしていただき、管内での実践の情報交流を

 



行なっていきたい。充実した実践やレポートが揃っていることに期待したい。 

今年から、新学習指導要領の全面実施に際した取組として、昨年度、教育課程委員によって作成された『教育

課程（展開編）』を参考に、新しい教科書について次年度も年間指導計画作成の一助として活用していただけれ

ば幸いである。 

 

２．課題 

部会員数の減少などにより、公開授業を 3 本の公開から 2 本の公開へと変更している。しかし、研究や公開

授業の質を落とさないために、来年度も役員による提案授業を試行したいと考えている。今年度も新型コロナウ

イルス感染症の影響により、思うように部会の研究活動ができず、制限された部分もあるが、来年度も状況を鑑

みながら、部会員全員で新たな研究に取り組んでいただきたい。今後 AI 化が進んでいく社会の中、困難な状況、

変化が激しい状況下でも、力強く自分の意思をもち、考え、堂々と未来へ向けて歩いていく生徒の育成のため

に、我々教員も一歩ずつ研究の成果を導き、部会が一丸となって今後も取り組んでいきたい。 

（文責 佐藤 泉英） 


